
令和８年度 第３回 越前市地域公共交通活性化協議会 議事録 

 

日 時 令和８年７月２４日（金）1５:00～1６:１0 

場 所 市民プラザたけふ３階 大会議室１ 

議 題 別添「次第」のとおり 

出席者 別添「委員名簿」のとおり 

 

◆開会 

発言者 内容 

事務局 ・越前市地域公共交通活性化協議会規約第７条第２項の規定により、委員の過半数が出席し

ており、会議が成立することを報告する。 

・同条第４項の規定により、会議は原則公開としている。本日の会議についても公開する。 

・福岡豊子委員、三田村範幸委員が欠席である。 

・廣部千仁委員の代理として伊原氏、平井早苗委員の代理として加藤氏、中村智哉委員の代

理として小泉氏に代理出席いただく。 

 

◆部長あいさつ 

発言者 内容 

部長 ・日頃より本市の交通行政にご理解、ご協力いただき、感謝申し上げる。 

・与党整備委員会において、北陸新幹線敦賀・新大阪間のルートについて「小浜・京都ルート

（桂川案）」が決定され、越前たけふ駅がある本市にとって重要な話題であり、一日も早い大

阪延伸の実現に向け、県や丹南市町と連携しながら、着実に取組みを進めてまいりたい。 

・新幹線開業以降、本市の交通を取り巻く環境が大きく変化する中、地域の皆様や来訪者を

支える公共交通の充実は、ますます重要であり、持続可能で利便性の高い公共交通の実現

に向け、交通ネットワークの最適化に取り組んでいる。 

・本日の会議では、デマンド交通への移行や市民バス再編のほか、デマンド交通の愛称決定

の協議を予定している。本市の公共交通体系について、全体像が形となり、その実現に向け

た重要な会議であるため、忌憚のないご意見をいただきたい。 

 

◆会長あいさつ 

発言者 内容 

会長 ・委員の皆様にはそれぞれの立場から率直的な意見や建設的な意見を求める。 

・前回は議論が長引いたため、今回は円滑に会議を進めることする。 

 

◆協議事項 (１) 市民バスからデマンド交通（予約のりあいタクシー）への移行について 

発言者 内容 

 

 

会長 

 

 

事務局 

資料に基づき、事務局より説明 

 

・いよいよ市民バス循環ルート以外がデマンド交通へ移行することになる。 

・市民バス国高ルートの運行曜日は水・金であり、デマンド交通の運行曜日に水・金が含まれて

いないことで、大きな影響はないのか。 

・デマンド交通への移行については十分理解いただいている。 



 

 

会長 

 

・自治振興会長及び事務局長に説明しており、7 月 25 日（土）に各区長に説明するため、広く利

用実態をヒアリングし、市民バス利用者の情報があればデマンド交通の周知を徹底する。 

・運行曜日が異なるので、生活スケジュールが変わってくることは重要である。 

・他のルートについては、「月・木」や「火・土」運行だったものが、デマンド交通になると「月・火・

木・土」の週 4 日運行となり、定時定路線ではなくなるものの利便性は上がるのではないかと思

う。 

・協議 P9 を見ると、移行対象地区のデマンド交通の登録者数は 1％ほどであり、周知が大事に

なってくる。 

・市民バスは 8 月から乗り込み説明を実施するとのことなので、丁寧に対応できているのではな

いか。引き続き丁寧に対応をしてほしい。 

 

⇒原案のとおり承認 

 

◆協議事項 (2) 市民バスの再編について 

発言者 内容 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

委員 

事務局 

会長 

委員 

 

会長 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

資料に基づき、事務局より説明 

 

・パターンダイヤが実現されるということでかなり精査をして、「市民が乗りやすい」を最大限実

現する非常に見やすいダイヤである。 

・協議 P１を見ると、市内全域の公共交通の見直しを行ってきたことで、まちなかは市民バス、郊

外はデマンド交通と自家用有償旅客運送となり、整ったのではないか。市民バスの循環ルートは

北・南東・南西と非常にわかりやすくなった。 

・バス停や時刻表について、かなり古いものもあるので、一新してほしい。 

・新設された南東ルート、南西ルートは何曜日に運行するのか。 

・月曜日から土曜日の週 6 日である。 

・資料に記載がないので、追記しておいてほしい。 

・武生商工高校生の利用を念頭に置いてあるとのことなので、病院や公共施設だけでなく、学校

への周知を行えばよいのではないか。 

・事務局で対応をお願いする。 

・新設ルートの中で新設及び移設停留所があるが、道理管理者や公安委員会の確認は取ってい

るのか。 

・丹南土木事務所や越前警察署、本市の道理管理者には協議をしており、現時点で問題ないと

回答を得ている。安全を確認しながら進めていく。 

・パターンダイヤを組めたことで利用者にとっては分かりやすくなるのではないか。ただ、今まで

と時間が変わるため、利用者に早めの周知が必要である。 

・利用者はこれから減少していくので、交通弱者だけではなく、自家用車からの転換など新しい

利用者の獲得を視野に入れて利用者の拡大を行ってほしい。 

・他市でもパターンダイヤを実施した直後は混乱することはあったが、徐々に利便性は浸透して

いった。市民に対しては丁寧に説明をお願いする。 

・新しい層を獲得することについて、まだ施策がない状態だと思うので、再編が終わった後は実

施していかなければならない。 

・高校への周知という話があったが、東高校では高校生に向けて何かあるか。 



委員 

会長 

 

・通学だけでなく、まちなかの移動で使っていただけるという意味でよいと思う。 

・周知が非常に大事になってくるため、委員の皆様も周りの方々に周知いただくようお願いす

る。 

 

⇒原案のとおり承認 

 

◆協議事項 (３) デマンド交通の愛称決定について 

発言者 内容 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

会長 

委員 

事務局 

 

会長 

事務局 

会長 

 

事務局 

 

委員 

事務局 

委員 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

資料に基づき、事務局より説明 

 

・名称は「よぼっさ」に決まり、皆様の意見が反映されている。 

・デザインについて、仁愛大学と検討していくとのことだが、どのように決めていくのか。 

・協議 P20 今後のスケジュールのうち、仁愛大学と共同の「新ロゴマーク・キャッチコピー制作」

について、具体的にはゼミ学習の 1 つとして学生主体で取り組んでいただく。企画段階ではある

が、学生から 3 つの案を出していただき、協議会の場でプレゼンテーションを実施し、決定した

いと考えている。 

・学生の PBL 活動ということである、ぜひ報道に取材していただきたい。 

・愛称の使用開始が令和 9 年 4 月からということだが、なぜ令和 8 年 10 月としないのか。 

・パンフレットの刷新や停留所などの準備期間として半年間充てたいと考えている。「よぼっさ」に

決まったことは PR しながら、準備を進めていく。 

・公共交通全体の冊子がないため、作成してほしい。 

・今年度予算で越前市の公共交通全体がわかるような冊子を作成する。 

・市民バスの時刻表は自前で修正し、配布するのか。市民バスの時刻表にデマンド交通に関す

る記載がないので、追記可能か。 

・市民バスの時刻表について、「デマンド交通と併せてご利用ください」という内容で冊子を作成

したい。 

・69 人から応募があったと聞いたが、実際に「よぼっさ」に応募した人数は。 

・3 人である。 

・デマンド交通の印刷物は何があるのか。パンフレット以外の車両の横に貼るカッティングシート

など「よぼっさ」表記で対応できるものがあるのではないか。 

・字体も含めてデザインを仁愛大学にお願いしているため、デザインを伴うものは 4 月からとさ

せていただきたい。しかし、自前で作成するチラシ等可能な限りは「よぼっさ」に決まったことを記

載していきたいと考える。 

・早く市民の皆様に知っていただきたいという委員の想いである。ただ、デザインに時間がかか

るため、協議会の場でよいものを選んでいきたい。ただ、「よぼっさ」という愛称が決まったことに

ついては周知していく必要がある。 

・自家用有償旅客運送には愛称があるのか。 

・坂口地区は「うららのりねぇ～の GO‼」、白山地区は「お出かけしましょう しらやま GO！」と

いう地元で決めていただいた愛称がある。 

・名称を知っていただく施策を随所で行うことが大事である。 

 

⇒原案のとおり承認 



 

◆その他、意見・質問 

発言者 内容 

委員 

事務局 

 

 

委員 

事務局 

委員 

事務局 

会長 

 

 

委員 

会長 

委員 

委員 

 

 

会長 

委員 

会長 

 

事務局 

・市民バスのキャッシュレス化を行う予定・計画はあるか。 

・現時点では予算化していない。いずれは行いたいと考えている。 

・デマンド交通については、キャッシュレスを望む声をいただいている。市民バス、デマンド交通と

もにいずれはキャッシュレス化を行いたい。 

・デマンド交通も現金のみか。 

・そのとおりである。 

・少し驚いた。今は計画がなくとも将来的には検討してほしい。 

・公共交通計画にもキャッシュレスは位置づけているため、前向きに検討したい。 

・公共交通計画に「交通系 IC カードを導入できるように準備しましょう」と記載があるので、実施

しなければならない施策である。 

・県の補助金の現状は。 

・県は地域交通最適化支援事業補助金にて受け付けているため、相談してほしい。 

・補助率は。 

・市内では 1/3 である。 

・9/13（日）にサンドーム福井駐車場をお借りして、バス運転体験＆会社説明会を実施する。

様々な業種で人手不足であるが、バス業界でも運転手不足が課題である。地域の足を守るた

め、バスを運転する魅力を体験してもらうものである。 

・副業は可能か。 

・受け入れられるバス会社が副業可能であれば、問題ない。 

・このような話もバス運転体験＆会社説明会で聞くことができるということ。ぜひ周知をお願いし

たい。 

・次回の協議会は令和８年 11 月頃を予定している。 

 


